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時あたかも南朝鮮地域で、は1946年9]=Jに f9月ゼネ・ストj が起こり、これに続いて陪年10月に flO
月人民抗争Jと言われる民衆蜂起が勃発、分裂した左翼勢力は充分にこの蜂起を指導できなかった。この






究がなされているが l2l 、 r~労党の結成過程に北労党が関与した実態やソ連箪が下した指令については未だ
明らかにされていない。前編にあたる本稿ではまず、米本部政府ならびに米軍政と南朝鮮地域の諸勢力す

























AdvisOIY Committθθ on Post j，1匂rForeign Policy) Jカ171くも 1942年夏に朝鮮を「一定期i泌が経過した
後に独立させるが、期間中は連合住!の共同管理(国際機構)による信託統治を通じて自治能力を培養するJ
と決定していたことを示したいい。
米i王i大統領のローズベルト (FranklinD. Roosevelt) は速からず生まれる国際連合の下、朝鮮に対す




Uoseph ~ペ Stalin) がこれに賛同することとなった。英国の立場は戦後に去るまで、不明瞭だったが、I:tl
























後に米関大統領となったトルーマン (HarryS. Truman) は、ポツダム会談I↓iに日朝占領政策の具体化を
指示し、これを受けてマツカーサー (Douglaslv1acArthur) 一司令部の原案をもとにいわゆる「ブラック












米軍が上陣したときに見たのは、 f事実上の (defacto)独立j だった{!~けだし朝鮮解放後すぐに
「朝鮮建問準揃委員会J、通称 f建i引を立ち上げた呂連平は9月6日、朝鮮共産党の再建のため京城に灘























大多数を代表するj と認識した ω 。実擦にハッジの政治顧問となったレングダンが認めているように、
米箪政の開始にあたり彼らは同誌裕で、保守的な人々を不棺応にたくさん選び出したj のである。彼は「実
際の目的のために我々は、英語を話す人を}淫わねばならなかったが(中l格)英語は朝鮮人の1M]て品た、
ったj と説明した m 。だが呂逆亨、キト窓永はじめ英語遂行能力を持つ指導者は左翼陣営にも少なくなか
った事実が、彼の説明を反駁している。













































































































































70 森 皆 Ç"~7tニ'1 1主
賛成へと転じたのは、ソ述の指令によると見る他はなかったであろう(問。
授共主主義イデオロギーの原型
盛り上がる r15Z:託j 運動の真っ只I=IJで「モスクワ協定J賛成へと転じた朝鮮共産党では、 f信託統治


















キト窓永がこの記事の取り消しを求めたのに対し、ジョンスタンは同月 18日に記者会見を i刻~、 r ニュー
ヨーク・タイムズ;は正!確な事実だけ報道する新聞だ。(下111行)私と朴氏とは英語で話した(後Il!針。私は















少なくとも表面上は f不偏不党j を襟携した米憲政が政策転換を明確化したものだった。「人~tJ 支持勢
力は f言託統治紛争Jを通じて相当提度その支持基盤を喪失することになったが、米軍政による政策転換































































































































米軍政の反共主義政策は rA:J ~J 支持勢力への抑圧と「臨政j 支持勢力に対する保護、支援として始ま
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